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第２回定例会で議決した指定管理者が運営する妙正寺体育館が、地域のスポーツ活動の拠点として、１０月１日リニュー
アルオープンしました。（写真は、建物外観と落成式での議長あいさつ）

　

第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
９
日
か
ら　

月　

日
ま
で　

日
間
の
会
期

１０

１４

３６

で
開
か
れ
ま
し
た
。
初
日
か
ら
４
日
間
は
、　

名
の
議
員
が
区
政
一
般

２０

に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
保
育
緊
急
対
策
経
費
等
に
か
か
る
補
正
予
算
や
、

条
例
改
正
な
ど
９
議
案
を
審
議
し
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
平
成　

年
度
一
般
会
計
と
４
特

２７

別
会
計
の
決
算
審
査
を
行
い
、
全
会
計
を
認
定
し
ま
し
た
。（
審
議
の

結
果
は
、
８
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

第3回定例会
平成28年

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）、

平
成　

年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を

２７

可
決
・
認
定
し
ま
し
た
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第４回定例会
１１月１７日（木）から１２月７日（水）［予定］
本会議は、区議会ホームページで生中継をしています。ま
た、おおむね２４時間後から録画映像でもご覧になれます。
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一般質問一般質問
区政を問う

2NO.２３３ 平成２８（２０１６）年１１月１１日

≪会派名≫
自民／杉並区議会自由民主党　公明／杉並区議会公明党　未来／区民フォーラムみらい
共産／日本共産党杉並区議団　平和／いのち・平和クラブ　自無／自民・無所属クラブ
杉わ／杉並わくわく会議　共生／共に生きる杉並　美杉／美しい杉並　無／無所属　無木／無所属（木村）

　区政全般にわたり、区長をは
じめとする執行機関に対して行
う質問を一般質問といいます。
９月９日・１２日・１３日・１４日に
２０名が質問しました。

公
会
計
情
報
の
活
用
で
区

財
政
の
「
見
え
る
化
」
の

推
進
を

中
村
康
弘

（
公
明
）

 

複
式
簿
記
・
発
生
主
義
に
基
づ

く
地
方
公
会
計
の
財
務
書
類
を
作
る

意
義
に
つ
い
て
、
区
の
見
解
は
。

 

資
産
や
負
債
の
現
状
等
、
財
務

情
報
を
分
か
り
や
す
く
示
す
事
で
説

明
責
任
を
果
た
す
と
共
に
、
財
政
運

営
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
が
図
れ
る
。

 

新
た
に
設
け
ら
れ
た
「
統
一
的

な
基
準
」
へ
の
変
更
に
向
け
て
、
区

の
取
組
状
況
お
よ
び
今
後
の
予
定
は
。

 

今
年
度
中
に
新
た
な
基
準
に
対

応
し
た
公
会
計
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と

固
定
資
産
台
帳
の
再
整
備
を
図
り
、

　

年
度
決
算
か
ら
新
基
準
に
基
づ
く

２８数
値
の
作
成
・
公
表
を
行
っ
て
い
く
。

 

今
後
、
公
会
計
情
報
を
区
政
運

営
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
と
し
て

活
用
範
囲
を
拡
大
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
る
。
区
の
見
解
は
。

 

情
報
を
活
用
し
て
施
設
別
・
事

業
別
の
コ
ス
ト
分
析
や
フ
ル
コ
ス
ト

で
の
状
況
把
握
も
可
能
と
な
る
。
行

政
評
価
制
度
や
予
算
編
成
過
程
等
に

活
用
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

 

時
代
の
変
化
を
念
頭
に
置
き
、

事
前
統
制
的
で
、
短
・
中
・
長
期
の

時
間
軸
を
考
慮
し
た
区
財
政
運
営
の

ル
ー
ル
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

 

ご
指
摘
の
通
り
、
公
会
計
情
報

の
活
用
等
、
分
か
り
や
す
い
財
政
ル

ー
ル
へ
の
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

問答問答問答問答

掲載の質問と答弁は、一部を抜粋したものです。区議会ホームページから全体の質疑応答の動画を、質問者別にご覧いただけます。

ス
マ
ー
ト
プ
ラ
チ
ナ
社
会

の
推
進
と
ふ
る
さ
と
納
税

の
活
用
を
！

大
泉
や
す
ま
さ

（
自
民
）

 

総
務
省
が
実
現
を
目
指
し
て
い

る
「
ス
マ
ー
ト
プ
ラ
チ
ナ
社
会
」
を

区
は
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

 

超
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
最
大
限
活
用
す
る
新
た
な
社

会
モ
デ
ル
と
し
て
、
十
分
研
究
す
べ

き
も
の
と
感
じ
た
。

 

高
齢
者
と
高
齢
者
を
支
え
る
世

代
が
、
い
き
い
き
と
輝
け
る
杉
並
区

と
し
て
２
０
２
０
年
を
迎
え
ら
れ
る

よ
う
「
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」
へ
の
参
加
を
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

 

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
力
と
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
結
び
つ
け
る
事
は
、
大
変
意

義
が
あ
る
。
産
官
学
が
一
体
と
な
り
、

活
力
あ
る
健
康
長
寿
社
会
を
目
指
す

当
協
議
会
へ
の
参
加
も
含
め
、
ス
マ

ー
ト
プ
ラ
チ
ナ
社
会
の
推
進
に
つ
い

て
積
極
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

財
源
流
出
が
さ
ら
に
増
え
る
と

予
想
さ
れ
る
現
状
で
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
の
活
用
は
一
刻
も
早
く
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。

 

区
の
今
年
度
の
影
響
額
は
約
７

億
２
７
０
０
万
円
と
な
り
、
制
度
運

用
の
問
題
を
指
摘
す
る
だ
け
で
な
く
、

積
極
的
に
制
度
の
活
用
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
。
十
分
な
検
討
と
万
全
な

準
備
を
整
え
た
上
で
、
来
年
４
月
か

ら
力
強
く
ス
タ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

問答問答問答

学
習
指
導
要
領
改
訂
、 
フ ※１

ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
つ
い
て

小
林
ゆ
み

（
自
無
）

 

「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
の
内

容
や
方
法
は
、
こ
れ
ま
で
と
ど
の
よ

う
に
異
な
る
の
か
。

 

対
象
を
全
学
年
に
拡
大
し
、
い

じ
め
の
問
題
へ
の
対
応
の
充
実
や
発

達
の
段
階
を
よ
り
一
層
踏
ま
え
た
体

系
的
な
内
容
へ
改
善
が
図
ら
れ
た
。

ま
た
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

的
な
手
法
を
用
い
、
一
人
ひ
と
り
の

学
び
を
よ
り
一
層
深
め
て
い
く
。

 

平
成　

年
度
に
小
学
校
で
必
修

３２

化
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
は

ど
の
よ
う
に
準
備
し
て
い
く
の
か
。

 

来
年
度
か
ら
全
区
立
小
学
校
の

高
学
年
を
対
象
に
、
外
部
人
材
を
活

用
し
た
授
業
を
モ
デ
ル
実
施
し
、
調

査
研
究
に
着
手
す
る
。

 

施
設
再
編
整
備
計
画
に
、
施
設

の
総
床
面
積
削
減
目
標
は
あ
る
の
か
。

 

数
値
目
標
は
設
定
し
て
い
な
い

が
、
施
設
の
複
合
化
や
多
機
能
化
等

を
図
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
し

な
が
ら
、
施
設
の
数
や
延
床
面
積
、

経
費
を
削
減
し
て
い
く
。

 

区
施
設
の
維
持
管
理
経
費
の
最

適
化
に
向
け
、
共
通
発
注
等
の
多
様

な
発
注
方
法
の
検
討
、
施
設
光
熱
費

の
一
括
支
払
等
の
工
夫
は
あ
る
か
。

 

集
合
契
約
に
よ
る
委
託
経
費
の

削
減
や
公
共
料
金
の
一
括
払
い
等
の

工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

問答問答問答問答

杉
並
区
の
保
育
、
児
童
虐

待
、
貧
困
対
策
に
つ
い
て

今
井
ひ
ろ
し

（
自
民
）

 

全
国
の
自
治
体
の
保
育
士
確
保

策
に
対
し
て
、
区
の
見
解
を
問
う
。

 

保
育
士
不
足
が
深
刻
な
自
治
体

で
、
よ
り
即
効
性
の
高
い
取
組
を
目

指
し
て
い
る
と
認
識
。
区
で
は
、
独

自
に
取
り
組
む
べ
き
内
容
や
範
囲
等

に
つ
い
て
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
る
。

 

保
育
所
の
急
増
整
備
に
対
す
る

保
育
の
質
に
つ
い
て
、
訪
問
指
導
監

査
の
体
制
は
十
分
な
の
か
問
う
。

 

指
導
監
査
は
、
保
育
士
や
担
当

職
員
ら
３
人
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

ま
た
、
認
可
外
施
設
へ
の
訪
問
指
導

も
定
期
的
に
実
施
。
来
年
度
は
、
全

て
の
認
可
保
育
所
へ
一
部
指
導
監
査

も
含
め
た
訪
問
を
予
定
し
て
い
る
。

 

児
童
相
談
所
移
管
に
関
す
る
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
の 
進  
捗 
状
況
を
問
う
。

し
ん 
ち
ょ
く

 

　

区
で
の
検
討
等
と
併
せ
て
、

２３

区
に
お
い
て
も
検
討
組
織
を
設
け
て
、

移
管
に
向
け
た
手
順
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

 

相
対
的
貧
困
は
進
学
問
題
と
捉

え
、
学
習
支
援
等
に
力
を
入
れ
る
べ

き
と
考
え
る
。
区
の
見
解
を
問
う
。

 

支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
、

特
性
や
希
望
に
合
わ
せ
て
柔
軟
か
つ

効
果
的
に
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

無
料
の
学
習
支
援
を
し
て
い
る
団
体

の
活
動
を
く
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
等
へ
知
ら
せ
て
い
く
。

問答問答問答問答

杉
並
区
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関

す
る
施
策
に
つ
い
て大

熊
昌
巳

（
自
民
）

 

２
０
２
０
年
東
京
大
会
に
向
け

て
、
区
民
懇
談
会
の
今
後
の
展
開
と

区
長
の
意
気
込
み
を
問
う
。

 

区
民
参
加
や
公
共
施
設
を
活
用

し
た
取
組
等
、
様
々
な
視
点
で
意
見

交
換
を
し
て
も
ら
い
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
や
地
域
活
性
化
に 
繋 
げ
た
い
。
大

つ
な

会
以
降
も
区
民
が
主
体
的
に
協
力
し

合
う
杉
並
区
ら
し
い
文
化
を
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
た
め
、
区
民
と
共
に
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
設
立
と
運
営
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

 

多
様
な
世
代
の
様
々
な
レ
ベ
ル

の
人
た
ち
が
多
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
に

参
加
で
き
、
地
域
の
新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
拠
点
と
も
な
る
ク
ラ
ブ
だ
が
、

区
民
周
知
は
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。

地
域
ぐ
る
み
で
設
立
を
検
討
す
る
気

運
を
醸
成
し
て
い
く
た
め
、
区
の
組

織
横
断
的
な
連
携
体
制
を
再
構
築
し
、

取
組
を
推
進
し
て
い
く
。

 

小
・
中
学
校
９
年
間
を
通
し
、

連
携
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推
進
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。

 

将
来
的
に
は
、
中
学
校
の
部
活

動
と
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
連
携
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
が
、

当
面
は
部
活
動
活
性
化
事
業
の
拡
充

を
通
じ
て
、
小
中
連
携
し
た
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問答問答問答

乳
幼
児
期
に
、
親
子
間
で

の
愛
着
を
し
っ
か
り
形
成

す
る
こ
と
が
大
切

井
原
太
一

（
自
民
）

 

幼
少
期
に
親
か
ら
十
分
な
愛
情

を
受
け
ら
れ
な
い
と
子
供
は
愛
着
障

害
を
持
っ
た
ま
ま
育
つ
こ
と
が
あ
る
。

幼
少
期
の
愛
着
形
成
の
大
切
さ
に
つ

い
て
、
区
の
考
え
を
問
う
。

 

愛
着
は
、
子
ど
も
の
健
全
な
成

長
や
人
格
形
成
の
基
礎
を
作
る
と
と

も
に
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚

と
責
任
を
生
む
こ
と
に
も
つ
な
が
る

意
義
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

 

核
家
族
化
や
共
働
き
等
で
、
子

育
て
を
家
庭
内
だ
け
で
は
行
え
な
い
。

地
域
や
行
政
の
支
援
が
必
要
だ
が
、

愛
着
形
成
の
支
援
に
区
は
ど
の
よ
う

な
取
組
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

 

ゆ
り
か
ご
面
接
や
健
や
か
赤
ち

ゃ
ん
訪
問
等
を
通
じ
て
、
専
門
職
に

よ
る
相
談
や
産
後
ケ
ア
事
業
等
の
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
て
い
る
。

 

愛
着
形
成
に
つ
い
て
、
保
護
者

に
ど
の
よ
う
に
助
言
し
て
い
る
の
か
。

 

訪
問
育
児
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る

接
し
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
子
育
て
便

利
帳
に
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
を
記
載

す
る
等
の
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

 

保
育
施
設
で
の
乳
幼
児
期
の
愛

着
形
成
は
、
ど
の
よ
う
な
観
点
で
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。

 

保
育
士
が
親
と
共
に
子
ど
も
を

育
て
て
い
く
「
共
育
て
」
の
観
点
で
、

日
々
の
保
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問答問答問答問答
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駅
前
開
発
の
た
め
の
、
ま

ち
壊
し
を
許
す
な
！

原
田
あ
き
ら

（
共
産
）

 

杉
並
区
基
本
構
想
審
議
会
に
お

け
る
荻
窪
駅
前
開
発
の
熱
狂
し
た
議

論
が
、
駅
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
き
た
。一
方
、こ
れ
ま
で　

の
地

４６

区
ご
と
に
整
備
さ
れ
た
区
立
施
設
が

大
幅
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
。
こ
れ

ま
で
ど
こ
に
住
ん
で
も
便
利
で
人
間

関
係
の
豊
か
な
街
が
形
成
さ
れ
て
き

た
杉
並
区
が
、
学
校
や
児
童
館
が
廃

止
さ
れ
る
地
区
で
は
区
民
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
す
る
。
区
は
ど
う
考
え
る
か
。

 

児
童
の
通
学
区
域
を
基
準
に
設

定
し
た　

地
区
に
基
づ
く
施
設
配
置

４６

基
準
は
見
直
し
、
駅
勢
圏
を
中
心
に

設
定
し
た
７
地
域
を
施
設
整
備
の
基

準
と
し
て
継
承
す
る
。
施
設
の
複
合

化
や
多
機
能
化
で
区
民
サ
ー
ビ
ス
を

低
下
さ
せ
ず
に
効
率
化
を
図
る
。

 

「
お
金
が
な
い
」と
施
設
廃
止
を

進
め
る
の
に
、
一
方
で
は
毎
年
数
十

億
円
も
の
税
金
を
た
め
込
み
、
４
６

０
億
円
に
も
な
る
。な
ぜ
、区
は
５
５

０
億
円
ま
で
貯
め
よ
う
と
す
る
の
か
。

 

大
幅
な
減
収
や
大
規
模
災
害
に

備
え
、
基
金
の
積
立
を
行
っ
て
い
る
。

 

本
来
、
福
祉
向
上
の
た
め
の
行

政
改
革
が
、
行
政
改
革
の
た
め
に
福

祉
が
削
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

 

財
政
健
全
性
を
維
持
し
な
が
ら

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
・
安
定

的
に
提
供
し
て
い
く
。

問答問答問答

区
立
保
育
園
の
存
続
、
区

立
施
設
内
の
ふ
れ
あ
い
の

家
の
運
営
継
続
を

山
田
耕
平

（
共
産
）

 

待
機
児
童
解
消
緊
急
対
策
で
区

長
は
住
民
説
明
に
触
れ
、
土
下
座
し

て
で
も
進
め
る
と
し
た
が
説
明
会
に

は
一
度
も
参
加
し
な
か
っ
た
。
そ
の

理
由
を
問
う
。
区
立
保
育
園
の
民
営

化
で
既
存　

園
に
２
園
が
追
加
さ
れ

１１

た
。
安
定
的
な
保
育
士
確
保
の
た
め

に
も
区
立
保
育
園
は
重
要
。
民
営
化

を
見
直
す
べ
き
。
民
営
化
に
よ
る
保

育
士
減
少
数
を
問
う
。
前
例
の
無
い

数
の
保
育
士
が
必
要
。
独
自
に
保
育

士
処
遇
補
助
金
等
を
設
定
す
べ
き
。

 

あ
え
て
区
長
を
出
さ
な
い
ま
で

も
思
い
を
伝
え
ら
れ
る
。
民
営
化
は

行
財
政
改
革
の
た
め
必
要
。
来
年
度

方
針
決
定
す
る
。
民
営
化
し
て
も
保

育
士
確
保
を
困
難
に
す
る
と
は
考
え

て
い
な
い
。
１
園
に
つ
き　

名
程
度

１５

の
保
育
士
減
少
と
な
る
。
処
遇
補
助

金
等
は
他
自
治
体
の
状
況
を
踏
ま
え

慎
重
に
検
討
し
て
い
る
。

 

「
ふ
れ
あ
い
の
家
」事
業
者
へ
契

約
更
新
し
な
い
と
説
明
が
あ
り
、
不

安
の
声
が
広
が
っ
た
。
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
上
で
も
今
後
も

現
在
の
事
業
を
維
持
・
運
営
す
べ
き
。

 

意
見
等
を
踏
ま
え
、
個
々
の
状

況
に
応
じ
丁
寧
に
対
応
す
る
と
追
加

説
明
し
た
。
ふ
れ
あ
い
の
家
は
地
域

に
貢
献
し
て
お
り
、
今
後
求
め
ら
れ

る
あ
り
方
を
一
緒
に
検
討
す
る
。

問答問答

障
が
い
者
差
別
解
消
へ
の

取
組
、
久
我
山
東
原
公
園

の
保
育
所
転
用
に
つ
い
て

金
子
け
ん
た
ろ
う

（
共
産
）

 

「
障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域

協
議
会
」
の
設
置
に
向
け
た 
進  
捗 
状

し
ん 
ち
ょ
く

況
や
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
問
う
。

 

現
在
、
メ
ン
バ
ー
を
選
出
し
て

い
る
。
障
害
当
事
者
や
団
体
の
方
、

教
育
、
権
利
擁
護
、
福
祉
の
関
係
者
、

学
識
経
験
者
等
と
し
、
メ
ン
バ
ー
が

確
定
次
第
、
速
や
か
に
開
催
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

 

障
が
い
者
差
別
解
消
の
条
例
化

を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

 

ま
ず
は
障
害
者
差
別
解
消
法
に

基
づ
く
取
組
や
啓
発
を
進
め
る
た
め
、

現
時
点
で
条
例
化
の
検
討
は
し
な
い
。

 

久
我
山
東
原
公
園
の
一
部
閉
鎖

に
つ
い
て
、
住
民
か
ら
土
地
の
代
替

案
に
も
返
事
が
な
い
と
声
が
上
が
っ

て
い
る
が
、
区
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

 

具
体
的
な
提
案
に
対
し
て
は
、

立
地
や
条
件
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

活
用
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

 

久
我
山
小
学
校
の　

月
か
ら
２

１１

月
の
校
庭
開
放
の
時
間
は
午
後
４
時

ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
授
業
が
終
わ

り
、
ど
れ
だ
け
の
時
間
遊
べ
る
の
か
。

 

冬
季
は
日
没
が
早
く
、
安
全
・

安
心
の
た
め
午
後
４
時
ま
で
の
利
用

と
し
て
い
る
。
学
校
開
放
だ
け
で
な

く
、
近
隣
の
公
園
や
暫
定
的
な
遊
び

場
等
を
、
公
園
の
一
部
廃
止
に
伴
う

代
替
場
所
と
し
て
考
え
て
い
る
。

問答問答問答問答

教
育
環
境
、
住
環
境
を
悪

化
さ
せ
る
小
中
一
貫
校
計

画
の
中
止
を
！

上
保
ま
さ
た
け

（
共
産
）

 

高
円
寺
地
域
の
小
中
一
貫
校
計

画
で
は
様
々
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
和
泉
学
園
の
検
証
も
で
き

て
い
な
い
中
で
、
さ
ら
に
子
ど
も
達

の
教
育
環
境
、
近
隣
の
住
環
境
が
悪

く
な
る
こ
の
計
画
を
、
な
ぜ
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
見
解
を
問
う
。

 

新
し
い
学
校
の
教
育
方
針
・
内

容
や
安
全
確
保
に
つ
い
て
議
論
し
て

い
る
。

 

住
民
と
の
約
束
を
踏
み
に
じ
り

高
円
寺
中
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
強

行
し
た
こ
と
を
反
省
し
、
住
民
に
謝

罪
し
、
話
し
合
い
を
行
い
、
納
得
が

得
ら
れ
る
ま
で
全
て
の
工
事
を
中
止

す
る
べ
き
だ
が
、
見
解
を
問
う
。

 

引
き
続
き
近
隣
住
民
の
方
々
と

協
議
を
行
い
、
生
活
環
境
に
配
慮
す

る
。

 

子
ど
も
の
貧
困
が
社
会
問
題
と

な
る
中
、
教
育
の
自
己
負
担
経
費
が

家
計
を
圧
迫
し
、
特
に
進
学
時
に
は
、

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

を
支
え
る
た
め
の
就
学
援
助
の
入
学

準
備
金
が
支
給
時
期
、
支
給
額
、
共

に
実
態
に
即
し
て
い
な
い
。
支
給
額

を
増
額
し
、
支
給
時
期
も
入
学
前
に

改
め
る
べ
き
だ
が
、
見
解
を
問
う
。

 

支
給
額
の
増
額
は
し
な
い
。
支

給
時
期
も
７
月
の
ま
ま
変
え
る
つ
も

り
は
な
い
。

問答問答問答

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

山
本
ひ
ろ
こ

（
公
明
）

 

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
画
す
る

区
の
意
気
込
み
を
問
う
。

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
だ
け
で
な
く
、
文
化
の
祭
典
で

も
あ
る
。
区
の
持
つ
様
々
な
文
化
芸

術
資
源
を
活
用
し
、
多
く
の
区
民
が

文
化
芸
術
の
創
造
・
鑑
賞
活
動
に
参

加
で
き
る
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 

区
内
を
エ
リ
ア
に
分
け
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
文
化
・
芸
術
の
魅
力
、
特

色
を
際
立
た
せ
る
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
し
て
は
ど
う
か
。

 

多
く
の
人
が
参
加
・
体
験
・
体

感
で
き
る
杉
並
な
ら
で
は
の
文
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
、
区
の
魅
力
を

国
内
外
に
広
く
発
信
し
て
い
く
。

 

杉
四
小
跡
地
は
、
地
域
の
声
を

聞
き
、
地
域
に
喜
ば
れ
る
施
設
と
し

て
も
ら
い
た
い
。
区
の
見
解
は
。

 

文
化
芸
術
の
発
表
の
場
と
し
て

の
活
用
も
含
め
、
幅
広
い
世
代
の
人

々
が
集
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
施
設
と
な
る
よ

う
、
区
民
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
幅
広
く
検
討
し
て
い
く
。

 

「
す
ぎ
な
み
学
倶
楽
部
」
を
文

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
情
報
も
取
り
込
ん
だ

総
合
的
な
区
の
魅
力
を
配
信
す
る
ツ

ー
ル
と
し
て
、
名
称
の
見
直
し
も
含

め
た
再
構
築
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

 

総
合
的
な
検
討
を
行
い
た
い
。

問答問答問答問答

外
環
事
業
費
増
額
反
対
！

西
武
新
宿
線
連
続
立
体
交

差
は
地
下
化
を

け
し
ば
誠
一

（
平
和
）

 

外
環
の
事
業
費
が
、
当
初
予
算

１
兆
２
８
２
０
億
円
に
対
し
て
３
１

５
５
億
円
の
増
額
と
発
表
さ
れ
た
。

事
業
費
の
増
加
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
が
、
見
解
は
。

 

安
全
性
の
確
保
、
早
期
整
備
等

様
々
な
視
点
か
ら
検
証
を
重
ね
、
現

場
条
件
等
を
踏
ま
え
て
適
切
な
方
法

を
選
定
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

 

住
民
は
家
屋
調
査
に
応
じ
た
い

が
、
国
か
ら
は
質
問
へ
の
回
答
が
な

い
。
区
は
、
住
民
と
国
の
や
り
取
り

を
把
握
し
、
回
答
を
求
め
て
ほ
し
い
。

 

住
民
の
質
問
等
に
は
、
今
後
も

丁
寧
な
対
応
を
国
に
求
め
て
い
く
。

 

西
武
新
宿
線
の
連
続
立
体
交
差

事
業
に
つ
い
て
、
立
ち
退
き
を
迫
る

情
報
を
沿
線
住
民
に
知
ら
せ
な
い
ま

ま
、
突
然
、
高
架
式
に
す
る
の
で
は

住
民
不
在
と
思
う
が
、
区
の
考
え
は
。

 

構
造
形
式
は
、
事
業
主
体
で
あ

る
都
が
様
々
な
条
件
を
総
合
的
に
判

断
し
、
最
適
な
形
式
を
選
定
す
る
。

 

立
ち
退
き
が
な
く
、
環
境
影
響

が
少
な
く
、
線
路
跡
地
を
ま
ち
づ
く

り
に
生
か
せ
る
地
下
方
式
を
検
討
す

べ
き
と
思
う
が
、
区
の
見
解
は
。

 

関
係
者
の
皆
様
と
情
報
共
有
を

図
り
、
都
や
西
武
鉄
道
等
と
連
携
協

力
し
、
連
続
立
体
化
の
早
期
実
現
に

向
け
、
取
組
を
進
め
て
い
く
。

問答問答問答問答

大
震
災
、
建
物
が
倒
壊
し

な
け
れ
ば
人
の
命
は
救
え

る　
！！

北　

明
範

（
公
明
）

 

学
校
施
設
の
耐
震
性
能
を
、
文

科
省
は 

値
０
・
７
以
上
を
推
奨
し

て
い
る
。
区
立
小
中
学
校
で
０
・
７

未
満
の
校
舎
は
何
校
あ
る
の
か
。

 

文
科
省
の
耐
震
改
修
の
補
助
基

準
が
平
成
８
年
に
改
正
さ
れ
た
た
め
、

そ
れ
以
前
に
耐
震
改
修
促
進
法
に
基

づ
き
０
・
６
以
上
が
確
保
さ
れ
た　
１５

校
が
、
０
・
７
未
満
と
な
っ
て
い
る
。

 

　

値
０
・
７
未
満
の
校
舎
の
耐

Ｉｓ

震
整
備
に
つ
い
て
、
区
の
考
え
は
。

 

熊
本
地
震
に
お
け
る
国
の
調
査

等
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
必
要
に

応
じ
て
今
後
の
対
応
を
検
討
す
る
。

 

災
害
時
、
開
設
で
き
な
い
震
災

救
援
所
が
あ
っ
た
場
合
の
代
替
施
設

は
。
ま
た
、
大
型
バ
ル
ー
ン
テ
ン
ト

等
も
活
用
で
き
る
の
で
は
。

 

区
内
の
高
校
や
大
学
と
の
協
定

等
に
よ
り
、
学
校
施
設
を
補
助
・
代

替
施
設
と
し
て
い
る
。
テ
ン
ト
は
簡

易
に
設
置
で
き
る
が
、
季
節
や
天
候

の
影
響
を
受
け
や
す
い
た
め
、
屋
内

へ
の
避
難
を
第
一
に
進
め
る
。

 

子
ど
も
達
が
救
急
救
命
の
技
術

を
持
ち
、
自
他
の
命
を
守
れ
る
防
災

意
識
の
高
い
人
材
と
な
る
た
め
、
ど

の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
る
の
か
。

 

実
技
や
講
習
、
中
学
生
レ
ス
キ

ュ
ー
隊
等
、
発
達
段
階
に
応
じ
て
体

系
的
に
防
災
教
育
を
推
進
し
て
い
る
。

問

※
２Ｉｓ

答問答問答問答

※１　ファシリティマネジメント＝経営戦略的視点から全施設を総合的に管理・活用する経営管理方式　　※２　Ｉｓ値＝地震に対する建物の強度や変形能力等を示す数値
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杉
並
区
が
恒
久
施
設
と
し

て
ビ
ー
チ
コ
ー
ト
を
建
設

す
る
の
は
な
ぜ
？堀

部
や
す
し

（
無
）

 

五
輪
経
費
の
増
大
が
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
区
に
お
い
て
も
、

保
育
緊
急
事
態
が
宣
言
さ
れ
た
今
、

永
福
に
予
定
さ
れ
て
い
る
常
設
ビ
ー

チ
コ
ー
ト
の
建
設
は
中
止
す
べ
き
だ
。

　

仮
に
五
輪
練
習
会
場
へ
の
立
候
補

に
こ
だ
わ
る
と
し
て
も
、
仮
設
で
対

応
す
れ
ば
よ
い
こ
と
で
は
な
い
か
。

恒
久
施
設
と
し
て
設
置
す
る
こ
と
に

執
着
す
る
の
は
何
が
理
由
か
。

 

多
様
な
ビ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
の
ほ

か
、
砂
場
を
活
用
し
た
健
康
増
進
事

業
等
に
幅
広
く
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
常
設
施
設
と
し
て
整
備
す
る
。

ビ
ー
チ
体
操
や
ビ
ー
チ
ヨ
ガ
等
の
事

業
展
開
を
具
体
化
す
る
。

 

元
岩
手
県
知
事
の
増
田
寛
也
氏

が
月
額
報
酬　

万
円
で
杉
並
区
顧
問

３５

に
就
任
し
た
。

　

増
田
氏
が
東
京
都
知
事
選
に
落
選

し
た
の
は
７
月　

日
、
顧
問
就
任
は

３１

９
月
１
日
。「
田
中
区
長
が
応
援
し

た
候
補
者
が
落
選
し
た
の
で
杉
並
区

が
再
就
職
の
世
話
を
し
て
い
る
」
と

抗
議
の
声
が
届
い
て
い
る
。

 

増
田
寛
也
氏
は
日
本
創
成
会
議

の
座
長
も
務
め
、
高
齢
化
や
人
口
減

少
問
題
に
優
れ
た
知
見
と
識
見
を
有

し
て
い
る
。
顧
問
と
し
て
処
遇
す
る

こ
と
に
よ
り
、
深
く
継
続
的
に
助
言

い
た
だ
く
た
め
就
任
を
お
願
い
し
た
。

問答問答

都
知
事
選
、
保
育
、
公
共

 
溝  
渠 
、
私
道
に
つ
い
て

こ
う 

き
ょ

田
中
ゆ
う
た
ろ
う

（
美
杉
）

 

都
知
事
選
に
大
敗
の
増
田
寛
也

氏
を
、
な
ぜ
突
然
区
の
顧
問
に
。

 

政
治
家
に
完
璧
な
人
間
は
い
な

い
。
田
中
議
員
の
物
差
し
で
人
物
を

評
価
す
る
の
は
、
狭
い
、
小
さ
い
。

 

２
０
２
０
年
東
京
大
会
に
関
し
、

外
国
人
に
向
け
た
施
設
整
備
状
況
は
。

 

４
カ
国
語
表
記
の
案
内
図
や
公

園
ト
イ
レ
等
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

 

永
福
体
育
館
に
は
ビ
ー
チ
コ
ー

ト
で
は
な
く
、
乳
幼
児
も
利
用
で
き

る
汎
用
性
の
高
い
施
設
を
整
備
せ
よ
。

 

ビ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
や
砂
場
を
活

用
し
た
健
康
増
進
事
業
等
が
で
き
る

ビ
ー
チ
コ
ー
ト
の
整
備
で
機
能
拡
充

を
図
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
。

 

久
我
山
に
は
複
数
の
保
育
施
設

が
あ
る
一
方
、
保
育
施
設
が
足
り
て

い
な
い
地
域
が
他
に
多
数
あ
る
が
。

 

久
我
山
・
高
井
戸
地
域
で
は
、

来
年
４
月
の
待
機
児
童
が
見
込
ま
れ
、

保
育
所
を
整
備
す
る
の
は
区
の
責
務
。

 

公
共
溝
渠
の
整
備
の
方
向
性
は
。

 

区
民
が
回
遊
す
る
こ
と
の
で
き

る
歩
行
者
空
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

し
て
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

 

私
道
の
う
ち
位
置
指
定
道
路
を

狭
あ
い
道
路
と
し
て
拡
幅
整
備
せ
よ
。

 

拡
幅
整
備
の
促
進
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
研
究
課
題
と
す
る
。

問答問答問答問答問答問答

公
園
解
体
の
住
民
対
応
は

問
題
／
児
童
館
、
図
書
館

の
再
編
に
つ
い
て

松
尾
ゆ
り

（
杉
わ
）

 

今
後
は
保
育
園
建
設
や
他
の
目

的
の
た
め
に
、
身
近
な
公
園
を
つ
ぶ

す
こ
と
は
な
い
と
確
約
し
て
ほ
し
い
。

 

既
存
保
育
施
設
隣
地
に
あ
る
児

童
遊
園
等
の
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

 

向
井
公
園
の
解
体
工
事
で
は
、

予
定
し
て
い
た
近
隣
へ
の
戸
別
説
明

が
終
わ
っ
て
い
な
い
の
に
着
工
、
区

担
当
者
と
の
面
会
を
直
前
キ
ャ
ン
セ

ル
さ
れ
た
お
宅
も
あ
っ
た
。
事
業
者

の
説
明
会
を
開
催
し
な
い
よ
う
区
側

が
指
示
す
る
等
、
住
民
は
振
り
回
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
円
寺
小
中
一

貫
校
建
設
で
は
、
近
隣
住
民
と
の
約

束
を
破
っ
て
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
強

行
し
た
。
信
義
を
破
っ
て
も
違
法
で

な
け
れ
ば
い
い
と
い
う
考
え
方
か
。

 

調
査
に
つ
い
て
は
、
近
隣
住
民

の
方
々
へ
事
前
の
説
明
等
、
丁
重
な

対
応
に
努
め
た
上
で
行
っ
た
。

 

向
井
公
園
が
廃
止
さ
れ
、
隣
の

下
井
草
児
童
館
も
廃
止
の
計
画
だ
が
、

廃
止
は
撤
回
す
べ
き
。

 

計
画
を
着
実
に
実
施
す
る
。

 

地
域
図
書
館
の
ス
リ
ム
化
、
コ

ン
パ
ク
ト
化
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

床
面
積
は
拡
大
、
確
保
す
べ
き
。

 

複
合
化
・
多
機
能
化
を
進
め
、

改
築
時
の
規
模
の
ス
リ
ム
化
と
効
率

化
を
図
り
つ
つ
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
く
。

問答問答問答問答

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促

進
に
向
け
て
、
一
層
の
努

力
を
！

市
来
と
も
子

（
平
和
）

 

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
設
立
か
ら

　

年
。
こ
の
間
の
総
括
は
。

１０
 

セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
や
申
立
件

数
は
増
加
し
て
い
る
が
、
ま
だ
十
分

に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

 

障
害
者
の
利
用
を
増
や
す
た
め

の
課
題
は
。
事
業
所
等
に
も
制
度
の

周
知
徹
底
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 

課
題
に
、
制
度
を
利
用
し
や
す

い
工
夫
や
、
家
族
等
へ
の
周
知
、
障

害
特
性
を
踏
ま
え
た
丁
寧
な
説
明
で

当
事
者
の
理
解
を
得
る
こ
と
等
が
あ

る
。
事
業
者
に
は
今
後
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
る
等
、
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

 

住
民
の
生
活
を
守
る
基
礎
自
治

体
の
義
務
の
観
点
か
ら
区
長
申
立
て

制
度
は
重
要
だ
。
区
の
考
え
を
問
う
。

 

制
度
が
十
分
な
利
用
に
つ
な
が

っ
て
い
な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

制
度
設
計
の
改
善
や
人
的
確
保
の
必

要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

 

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
法
・

円
滑
化
法
が
成
立
し
た
。
利
用
促
進

に
向
け
一
層
の
努
力
を
求
め
る
。

 

制
度
改
正
を
受
け
、
区
民
後
見

人
の
育
成
や
活
用
、
制
度
の
周
知
を

行
う
等
、
取
組
の
強
化
が
必
要
と
考

え
る
。
必
要
な
人
に
制
度
を
活
用
し

て
も
ら
う
た
め
、
成
年
後
見
セ
ン
タ

ー
や
関
係
機
関
と
の
連
携
が
よ
り
円

滑
に
進
む
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

問答問答問答問答

平
和
施
策
の
さ
ら
な
る
充

実
と
待
機
児
童
解
消
に
向

け
丁
寧
な
対
策
を

横
山
え
み

（
公
明
）

 

今
年
５
月
、
オ
バ
マ
米
大
統
領

が
初
め
て
広
島
を
訪
れ
、
ス
ピ
ー
チ

し
た
。
平
和
首
長
会
議
に
加
盟
し
て

い
る
区
の
見
解
と
取
組
を
問
う
。

 

歴
史
的
な
行
動
で
あ
り
、
意
義

あ
る
も
の
だ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

平
和
事
業
を
推
進
し
、
戦
争
の
記
憶

と
平
和
の
誓
い
を
受
け
継
い
で
い
く
。

 

全
国
中
学
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

で
泉
南
中
学
校
が
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
。
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

 

原
水
爆
禁
止
署
名
運
動
を
テ
ー

マ
に
、
生
徒
達
が
自
主
的
・
主
体
的

に
取
り
組
ん
だ
大
変
価
値
あ
る
こ
と
。

携
わ
っ
た
生
徒
が
平
和
の
尊
さ
、
大

切
さ
を
改
め
て
見
つ
め
直
す
貴
重
な

機
会
に
な
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

 

家
庭
福
祉
員
の
新
制
度
移
行
に

つ
い
て
、
事
務
作
業
の
軽
減
と
、
給

食
を
連
携
園
で
作
る
取
組
を
。

 

事
務
作
業
の
負
担
軽
減
は
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。
給
食
は
、
搬

入
方
法
等
の
課
題
も
多
い
が
、
具
体

的
な
解
決
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

 

従
来
の
家
庭
福
祉
員
制
度
は
、

子
育
て
の
選
択
肢
の
一
つ
と
考
え
る

べ
き
。
杉
並
独
自
の
制
度
と
し
て
の

確
立
を
強
く
望
む
。

 

移
行
に
至
ら
な
い
事
業
者
の
継

続
に
つ
い
て
も
、
丁
寧
な
話
し
合
い

の
も
と
十
分
検
討
し
て
い
く
。

問答問答問答問答

高
齢
者
の
見
守
り
と
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
に
つ
い
て

上
野
エ
リ
カ

（
未
来
）

 

高
齢
者
の
見
守
り
の
取
組
を
始

め
た
背
景
や
経
緯
、
現
在
の
実
績
は
。

 

都
市
化
や
高
齢
化
が
進
む
中
、

高
齢
者
の
孤
立
や
孤
独
死
、
認
知
症

の
増
加
等
が
社
会
問
題
化
し
た
。
区

で
は
安
否
確
認
等
を
目
的
と
し
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
や
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
、

た
す
け
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
実

施
。
ま
た
、
安
心
お
た
っ
し
ゃ
訪
問

事
業
で
は
、
昨
年
度
９
１
９
７
人
を

訪
問
対
象
と
し
、
４
５
５
人
を
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
等
に
結
び
つ
け
た
。

 

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と

な
る
２
０
２
５
年
を
目
指
し「
介
護
・

医
療
・
予
防
」「
住
ま
い
」、
高
齢
者

の
見
守
り
を
含
め
た
「
生
活
支
援
」

の
連
携
等
、
ど
の
よ
う
に
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て

い
く
の
か
。
区
の
意
気
込
み
は
。

 

総
合
的
に
捉
え
、
高
齢
に
な
っ

て
も
身
近
な
地
域
で
共
に
支
え
合
い

な
が
ら
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
地
域
社
会
の
再
生
に
向
け
た
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
確
実
に
進
め
て
い
く
。

 

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
、
技
術
の
変
化
等
も
踏
ま
え
て
、

時
代
を
捉
え
た
展
示
内
容
へ
の
見
直

し
も
必
要
で
は
な
い
か
。

 

新
た
な
技
術
の
紹
介
や
体
験
型

展
示
の
充
実
等
、
適
時
の
見
直
し
に

努
め
、
リ
ピ
ー
タ
ー
増
を
目
指
す
。

問答問答問答

区
直
営
保
育
園
を
維
持
し
、

保
育
の
質
守
れ
／
児
童
館

事
業
の
拡
充
を

新
城
せ
つ
こ

（
平
和
）

 

増
加
す
る
保
育
需
要
に
、
他
自

治
体
も
保
育
士
の
雇
用
や
人
材
育
成

の
た
め
必
死
。
人
材
確
保
の
対
策
は
。

ま
た
、
実
行
計
画
改
定
案
で
、
認
可

保
育
園
は
分
園
を
含
め
て
１
０
６
園

と
な
る
。
公
平
な
保
育
の
質
の
た
め
、

指
導
体
制
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

 

人
材
確
保
の
た
め
、
運
営
事
業

者
の
支
援
に
引
き
続
き
努
め
る
。
ま

た
、
施
設
の
増
加
を
踏
ま
え
、
指
導

体
制
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
。

 

２
０
１
９
年
ま
で
に
区
営
保
育

園
６
園
が
民
営
化
方
針
。
民
営
保
育

園
が
増
え
る
中
で
、
区
立
保
育
園
の

民
営
化
は 
止 
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

や

 

区
立
保
育
園
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
改
め
て
検
討
し
て
い
く
。

 

児
童
館
再
編
の
改
定
案
は
、
学

校
に
な
じ
め
な
い
等
の
児
童
へ
の
対

応
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
区

の
対
策
を
確
認
す
る
。

 

放
課
後
等
居
場
所
事
業
や
子
ど

も
・
子
育
て
プ
ラ
ザ
で
の
受
け
入
れ

等
で
継
承
し
て
い
く
。

 

荻
窪
駅
南
側
の
荻
窪
４
丁
目
の

公
園
用
地
確
保
の
経
緯
と
、
地
域
要

望
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
た
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
考
え
は
。

 

公
園
用
地
は
土
地
所
有
者
か
ら

の
寄
付
に
よ
り
確
保
。
区
民
意
見
の

反
映
に
は
、
十
分
意
を
用
い
て
い
く
。

問答問答問答問答

〈動画の検索方法〉 　杉並区議会ホームページ　閣　議会中継バナー　閣　録画中継　閣　委員会録画中継（外部リンク）
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９
月　

日
に
代
表
監
査
委
員

１４

が　

年
度
決
算
等
に
関
す
る

２７
意
見
を
説
明
し
ま
し
た
。

監監監監監監監監監監監監監監監監監監監監監
査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
ののののののののののののののののののののの
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意

監
査
委
員
の
意
見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見

【
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
】

　

審
査
は
、
計
数
の
正
確
性
、
予
算

執
行
の
合
法
性
・
効
率
性
、
財
政
運

営
の
健
全
性
な
ど
に
主
眼
を
お
き
実

施
し
た
。
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
及

び
附
属
書
類
は
法
令
に
準
拠
し
て
調

製
さ
れ
、
計
数
に
誤
り
は
な
く
、
予

算
執
行
は
全
体
と
し
て
適
正
に
処
理

さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。

◆
総
合
的
判
断

〔
一
般
会
計
に
つ
い
て
〕

　

決
算
規
模
は
、
前
年
度
比
で
歳
入

は
０
・
８
％
増
の
１
７
４
７
億
円
余
、

歳
出
は
０
・
５
％
増
の
１
６
７
４
億

円
余
と
な
り
、
前
年
度
を
上
回
っ
た
。

　

決
算
収
支
を
み
る
と
、
形
式
収
支
、

実
質
収
支
は
黒
字
で
、
前
年
度
に
比

べ
い
ず
れ
も
増
加
し
た
。　

年
度
の

２７

実
質
的
な
収
支
で
あ
る
実
質
単
年
度

収
支
の
黒
字
も
増
加
し
、　

億
１
８

４８

０
０
万
円
余
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
入
を
み
る
と
、
特
別
区
税
は
、

納
税
義
務
者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
前

年
度
比
１
・
４
％
、
８
億
６
０
０
０

万
円
余
の
増
、
特
別
区
財
政
交
付
金

は
、
６
年
ぶ
り
に
減
少
し
、
前
年
度

比
４
・
８
％
、　

億
６
３
０
０
万
円

２０

余
の
減
と
な
っ
た
。
地
方
消
費
税
交

付
金
は
２
年
連
続
で
増
加
し
、　

億
５４

３
８
０
０
万
円
余
の
増
と
な
っ
た
。

　

収
入
未
済
額
は
、
特
別
区
税
と
諸

収
入
で
増
加
し
た
た
め
５
年
ぶ
り
に

増
加
し
、　

年
度
決
算
数
値
と
比
較

２６

し
て
、　

・
３
％
増
の　

億
５
５
０

１０

３９

０
万
円
余
と
な
っ
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
出
の
執
行
率
は
、

昨
年
に
引
き
続
き　

・
１
％
と
比
較

９６

的
高
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
実
行

計
画
に
基
づ
き
着
実
に
事
業
が
推
進

さ
れ
、
区
民
福
祉
向
上
の
た
め
の
施

策
の
充
実
が
図
ら
れ
て
お
り
、
４
次

に
わ
た
る
補
正
予
算
の
編
成
を
行
う

な
ど
、
保
育
待
機
児
童
対
策
、
施
設

再
編
整
備
な
ど
緊
急
を
要
す
る
課
題

へ
の
機
動
的
な
対
応
が
行
わ
れ
た
。

　

以
上
か
ら
、
一
般
会
計
予
算
は
、

的
確
に
執
行
さ
れ
た
と
評
価
す
る
。

〔
特
別
会
計
に
つ
い
て
〕

　

各
保
険
事
業
に
係
る
３
つ
の
特
別

会
計
の
決
算
規
模
を
み
る
と
、
国
民

健
康
保
険
事
業
会
計
は
、
歳
入
歳
出

と
も
増
加
し
て
い
る
。
介
護
保
険
事

業
会
計
は
、
制
度
創
設
以
来
年
々
拡

大
し
て
い
る
が
、
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
会
計
は
、
歳
出
が
減
少
し
た
。

　

各
保
険
料
の
収
納
率
は
横
ば
い
で
、

介
護
保
険
事
業
は　

・
２
％
、
後
期

９６

高
齢
者
医
療
事
業
は　

・
５
％
と
比

９７

較
的
高
い
水
準
を
保
っ
て
い
る
が
、

国
民
健
康
保
険
事
業
で
は　

・
７
％

７２

に
と
ど
ま
り
、
保
険
料
の
収
入
未
済

額
は
前
年
度
比
５
・
４
％
、
２
億
７

０
０
０
万
円
余
減
少
し
た
も
の
の
、

　

億
５
７
０
０
万
円
余
と
依
然
多
額

４７に
上
っ
て
い
る
。

　

３
つ
の
特
別
会
計
に
対
す
る
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
前
年
度
比　
１８

・
１
％
増
の
１
９
０
億
７
６
０
０
万

円
余
と
な
り
、
一
般
会
計
歳
出
の
１

割
を
超
え
る
金
額
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
、
保
険
料
の
収
入
未
済

額
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
動

向
に
は
引
き
続
き
留
意
が
必
要
で
あ

り
、
各
保
険
料
収
納
率
の
向
上
と
保

険
給
付
適
正
化
の
取
組
の
充
実
が
望

ま
れ
る
が
、
中
小
企
業
勤
労
者
福
祉

事
業
会
計
を
含
め
た
各
特
別
会
計
は

制
度
趣
旨
に
沿
っ
て
適
切
に
運
営
さ

れ
て
い
た
。

〔
財
政
状
況
に
つ
い
て
〕

　

財
政
調
整
基
金
は
、
前
年
度
の
歳

計
剰
余
金
の
積
立
な
ど
に
よ
り
、
こ

の
５
年
間
で
最
大
と
な
っ
た
。
施
設

整
備
基
金
は
、
小
中
一
貫
校
の
施
設

整
備
等
の
た
め
に
取
り
崩
し
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
３
年
ぶ
り
に
わ
ず
か
に

減
と
な
っ
た
。
積
立
基
金
現
在
高
は

４
年
連
続
で
増
加
し
、　

年
度
末
現

２７

在
高
は
前
年
度
比　

・
２
％
増
の
４

１０

６
０
億
９
９
０
０
万
円
余
と
な
り
、

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
は　
３９

・
８
％
に
上
昇
し
た
。

　

特
別
区
債
は
、
公
園
等
の
整
備
、

妙
正
寺
体
育
館
の
改
築
な
ど
の
た
め

　

億
８
８
０
０
万
円
の
起
債
が
行
わ

１２れ
た
が
、
年
度
末
残
高
は
前
年
度
比

４
・
８
％
減
の
２
１
９
億
７
１
０
０

万
円
余
と
４
年
ぶ
り
に
減
少
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、　

年
度
に
増

２６

加
に
転
じ
た
積
立
基
金
現
在
高
と
特

別
区
債
年
度
末
残
高
と
の
差
額
は
、

さ
ら
に
拡
大
し
た
。

　

財
政
指
標
を
み
る
と
、
経
常
収
支

比
率
は
前
年
度
比
０
・
１
ポ
イ
ン
ト

減
の　

・
７
％
と
な
り
、　

区
平
均

７９

２３

値
は
上
回
っ
た
が
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
財
政
運
営
の
目
標
と
す
る　

％
８０

を
下
回
っ
た
。
ま
た
、
公
債
費
負
担

比
率
は
、
２
年
ぶ
り
に
上
昇
し
２
・

０
％
と
な
っ
た
が
、　

区
平
均
値
よ

２３

り
低
い
水
準
に
あ
る
。
以
上
か
ら
、

区
の
財
政
状
況
は
、
一
定
程
度
弾
力

性
が
保
た
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

全
般
的
に
は
健
全
で
あ
る
。

【
基
金
運
用
状
況
】

　

各
基
金
運
用
状
況
の
計
数
に
誤
り

は
な
く
、
各
基
金
と
も
適
正
に
管
理
、

運
用
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。

【
健
全
化
判
断
比
率
】

　

健
全
化
判
断
比
率
は
法
令
に
準
拠

し
適
正
に
算
定
さ
れ
、
計
数
は
誤
り

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
実
質
赤

字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
将

来
負
担
比
率
は
生
じ
て
お
ら
ず
、
実

質
公
債
費
比
率
は
早
期
健
全
化
基
準

を
大
き
く
下
回
り
、
財
政
の
健
全
性

が
認
め
ら
れ
た
。

平成２８年　常任委員会行政視察
　区議会では、魅力ある杉並区づくりに役立てるため、先進的な事業などを
行う自治体の視察を行っています。
　平成２８年の各常任委員会の視察について、お知らせします。視察後は、報
告書を作成し、区議会ホームページで公開しています。

調　査　事　項視察先視察日委員会名

①複合型の施設整備について
②移住・定住施策について

石川県かほく市１０月２４日月

総務財政 ①新公会計制度について
②市立吹田サッカースタジアムの建設について

大阪府吹田市２５日火

①ふるさと納税について静岡県焼津市２６日水

①北九州フィルム・コミッションについて
②ウーマンワークカフェ北九州について

福岡県北九州市１０月１８日火

区民生活 ①市民交流広場の活用について
②さかい利晶の杜（堺市文化観光拠点）について

大阪府堺市１９日水

①富士市産業支援センター「ｆ-Biz 」について静岡県富士市２０日木

調　査　事　項視察先視察日委員会名

①子育て世代包括支援センターについて
②子育て総合支援センター「カンガルーの森」
について

大阪府高槻市１０月２６日水

保健福祉
①夢のみずうみ村について山口県山口市２７日木

①高齢者と子どものための複合施設について愛知県名古屋市２８日金

①中心市街地活性化と都心環境計画について
②環境モデル都市の取り組みについて

愛知県豊田市１０月２４日月

都市環境 ①中心市街地活性化について
②岐阜駅北口駅前広場整備について

岐阜県岐阜市２５日火

①自転車を活用したまちづくりについて愛知県安城市２６日水

①部活動と総合型地域スポーツクラブの連携に
ついて

②しなのきプラン２９について
長野県長野市１０月２５日火

文教
①小中一貫的連携教育について
②富山市立図書館本館について

富山県富山市２６日水
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区
議
会
は
、
朝
鮮
民
主
主
義

人
民
共
和
国
の
核
実
験
に
抗
議

す
る
と
と
も
に
、
今
後
一
切
の

核
開
発
を
即
時
停
止
し
、
適
切

に
廃
棄
す
る
こ
と
を
強
く
求
め

る
決
議
文
を
、
９
月
９
日
付
で

国
務
委
員
会
金
正
恩
委
員
長
宛

に
送
付
し
ま
し
た
。

※
決
議
文
の
全
文
は
、
区
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
意
見
書
・

決
議
等
」
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

朝
鮮
民
主
主
義
人
民

共
和
国
の
核
実
験
に

抗
議
し
、
決
議
文
を

送
付

【
採
択
】

◇
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の

軽
減
措
置
の
継
続
に
つ
い
て
意
見
書

の
提
出
に
関
す
る
請
願
（　

請
願
第

２８

１
号
）

◇
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の

軽
減
措
置
の
継
続
に
つ
い
て
意
見
書

の
提
出
に
関
す
る
請
願
（　

請
願
第

２８

２
号
）

【
不
採
択
】

◇
精
神
障
害
者
、
知
的
障
害
者
に
家

具
転
倒
防
止
器
具
の
無
料
配
布
を
求

め
る
事
に
関
す
る
陳
情
（　

陳
情
第

２８

９
号
）

◇
低
所
得
者
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

の
予
防
接
種
を
低
額
に
区
の
補
助
に

よ
り
全
員
接
種
を
可
能
に
す
る
事
を

求
め
る
事
に
関
す
る
陳
情
（　

陳
情

２８

第　

号
）

１４
◇
上
井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
指
定

管
理
者
に
関
す
る
陳
情
（　

陳
情
第

２８

　

号
）

１３

＝
請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果
＝

　

区
議
会
は
、
区
内
の
小
規
模

事
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
依

然
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、
軽

減
措
置
の
廃
止
は
小
規
模
事
業

者
の
経
営
や
生
活
を
さ
ら
に
厳

し
い
も
の
と
し
、
ひ
い
て
は
地

域
社
会
の
活
性
化
の
み
な
ら
ず
、

日
本
経
済
の
回
復
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
も
な
り
か

ね
な
い
と
し
、
軽
減
措
置
の
継

続
を
求
め
る
意
見
書
を
、　

月
１０

　

日
付
で
都
に
対
し
提
出
し
ま

１４し
た
。

「
固
定
資
産
税
及
び
都

「
固
定
資
産
税
及
び
都
市市

計
画
税
の
軽
減
措
置
の

計
画
税
の
軽
減
措
置
の
継継

続
を
求
め
る
意
見
書
」

続
を
求
め
る
意
見
書
」
をを

提提
出出

　８月１日号でお知
らせした区議会ポス
ター写真の公募に、
たくさんのご応募をいただき
ありがとうございました。
　広報委員会による審査の結
果、第４回定例会は応募作品
を使ったポスターを製作しま
した。これからも、わかりや
すく身近な区議会を目指して、
広報に努めていきます。

区議会ポスター写区議会ポスター写真真
に46点の応募に46点の応募がが
ありましありましたた
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〈動画の検索方法〉 　杉並区議会ホームページ　閣　議会中継バナー　閣　録画中継　閣　委員会録画中継（外部リンク）

　

私
た
ち
会
派
は
、
平
成　

年
度
の

２７

決
算
審
査
に
あ
た
り
、
①
将
来
の
超

高
齢
社
会
、
人
口
減
少
社
会
を
見
据

え
て
慎
重
な
財
政
運
営
を
行
っ
た
か

②
基
本
構
想
実
現
に
向
け
て
、
予
算

化
・
計
画
化
さ
れ
た
事
業
を
着
実
に

執
行
で
き
て
い
る
か
、
併
せ
て 
喫  
緊 

き
っ 
き
ん

の
区
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き

て
い
る
か
③
よ
り
効
果
的
、
効
率
的

な
行
政
執
行
に
向
け
て
不
断
の
行
財

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
、
の

３
点
に
重
点
を
置
き
、
決
算
の
審
査

に
あ
た
っ
た
。
そ
の
結
果
、
平
成　
２７

年
度
杉
並
区
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
全
て
を
認
定
す
る
。

　

一
般
会
計
は
歳
入
・
歳
出
が
そ
れ

ぞ
れ
過
去
最
高
額
と
な
っ
た
が
、
財

政
状
況
を
財
政
指
標
か
ら
見
る
に
一

定
程
度
弾
力
性
が
保
た
れ
、
健
全
な

状
況
に
あ
る
と
判
断
し
た
。

　

次
に
、
基
本
構
想
実
現
に
向
け
て
、

実
行
計
画
事
業
を
着
実
に
推
進
し
た

点
を
評
価
す
る
。

　

さ
ら
に
、
行
財
政
改
革
基
本
方
針

の
下
、
区
立
施
設
再
編
整
備
計
画
事

業
の
着
実
な
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

専
門
定
型
業
務
の
委
託
化
に
向
け
た

取
組
や
区
立
保
育
園
の
民
営
化
の
推

進
等
、
着
実
に
行
財
政
改
革
を
進
め

た
こ
と
を
評
価
す
る
。
今
後
は
、
ふ

る
さ
と
納
税
や
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
の
新
た
な
歳

入
増
に
向
け
た
取
組
の
検
討
や
、
ア

ニ
メ
を
通
じ
た
近
隣
自
治
体
４
区
連

携
等
を
さ
ら
に
推
し
進
め
て
観
光
客

誘
致
に 
繋 
ぐ
こ
と
を
期
待
す
る
。

つ
な

 　

次
に
、
今
後
の
区
政
運
営
に
あ
た

っ
て
の
要
望
を
述
べ
る
。

　

ま
ず
、
防
災
に
つ
い
て
は
、
細
や

か
で
現
実
的
な
首
都
直
下
地
震
対
策

と
実
効
性
の
あ
る
河
川
氾
濫
対
策
の

速
や
か
な
充
実
を
求
め
る
。

　

商
店
街
振
興
に
つ
い
て
は
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
促
進
と
維
持
管
理
に

か
か
る
経
費
の
助
成
拡
充
、
施
策
と

リ
ン
ク
し
た
共
通
商
品
券
の
活
用
の

促
進
等
を
要
望
す
る
。

　

保
健
福
祉
分
野
で
は
、
待
機
児
童

解
消
の
必
要
性
は
理
解
す
る
が
、
施

策
を
進
め
る
上
で
の
丁
寧
さ
や
地
域

住
民
へ
の
合
意
形
成
過
程
、
代
替
施

策
の
提
案
に
お
い
て
の
配
慮
不
足
は

否
め
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
今

後
は
、
所
管
を
横
断
し
た
連
携
と
丁

寧
な
説
明
・
周
知
に
努
め
る
よ
う
要

望
す
る
。
ま
た
、
一
気
に
保
育
施
設

整
備
を
行
う
観
点
か
ら
、
保
育
士
不

足
や
保
育
の
質
の
維
持
に
つ
い
て
も

特
段
の
配
慮
を
求
め
る
。

　

医
療
分
野
で
は
、 
誤  
嚥 
性
肺
炎
の

ご 
え
ん

検
査
に
有
効
な 
嚥  
下 
造
影
検
査
（
Ｖ

え
ん 
げ

Ｆ
）
を
身
近
な
地
域
で
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
整
備
と
医
科
・
歯
科
等
連
携

の
取
組
が
進
む
こ
と
を
要
望
す
る
。

　

２
０
２
０
年
東
京
大
会
に
向
け
た

施
策
推
進
に
つ
い
て
は
、
官
民
を
挙

げ
て
強
力
に
進
め
、
ま
た
、
関
連
す

る
区
民
懇
談
会
を
地
域
経
済
活
性
化

と
観
光
施
策
に
連
携
活
用
で
き
る
広

域
的
な
展
開
を
強
く
求
め
る
。

　

平
成　

年
度
の
決
算
審
査
で
我
が

２７

会
派
は
５
つ
の
重
点
課
題
に
向
け
、

①
前
向
き
に
取
り
組
み
成
果
を
残
せ

た
か
②
区
民
に
ご
納
得
頂
け
る
行
政

運
営
が
さ
れ
た
か
、
と
い
う
視
点
で

審
査
を
行
い
、
全
て
を
認
定
。

　

第
一
に
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
や
防
災
ア
プ
リ
配
信
を
開
始

し
、
災
害
情
報
提
供
の
仕
組
作
り
で
、

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
。

　

第
二
に
、
狭
あ
い
道
路
整
備
に
踏

み
込
み
条
例
化
検
討
着
手
、
障
害
者

や
高
齢
者
等
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
住
ま
い
確
保
等
、
暮
ら
し
や

す
く
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
。

　

第
三
に
、
省
エ
ネ
性
能
向
上
や
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
、「
小
中

学
生
環
境
サ
ミ
ッ
ト
」
で
人
材
育
成
、

公
園
整
備
等
で
み
ど
り
豊
か
な
環
境

に
や
さ
し
い
ま
ち
の
実
現
に
尽
力
。

　

第
四
に
、
生
活
困
窮
者
の
支
援
を

開
始
。
在
宅
医
療
分
野
で
は
地
域
の

医
療
・
介
護
・
生
活
支
援
を
横
に 
繋 つな

ぎ
、
病
気
予
防
に
努
め
、
健
康
長
寿

と
支
え
合
い
の
ま
ち
を
具
現
化
。

　

第
五
に
、
妊
娠
期
か
ら
切
れ
目
の

無
い
支
援
や
、
新
た
に
最
先
端
科
学

を
身
近
な
地
域
で
提
供
す
る
科
学
教

育
事
業
の
開
始
。
自
治
体
間
連
携
の

充
実
で
心
豊
か
な
ま
ち
に
向
け 
邁  
進 
。

ま
い 
し
ん

　

次
に
今
後
の
区
政
運
営
に
対
す
る

我
が
会
派
の
要
望
を
述
べ
る
。

　

来
年
度
は
「
杉
並
区
実
行
計
画
」

他
の
改
定
後
ス
タ
ー
ト
の
年
。
政
策

経
営
に
お
い
て
、
区
職
員
自
ら
学
び
、

よ
り
一
層
の
政
策
提
言
能
力
を
上
げ

る
よ
う
要
望
。
区
立
施
設
再
編
整
備

計
画
策
定
は
最
終
目
的
で
は
無
く
、

将
来
の
負
担
の
見
え
る
化
が
必
要
。

公
共
施
設
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い

く
視
点
を
持
つ
取
組
を
要
望
。

　
「
伝
わ
る
広
報
」
の
変
革
中
だ
が
、

区
と
区
民
と
の
情
報
共
有
化
が
進
み
、

区
民
に
と
っ
て
身
近
で
よ
り
良
い
施

策
に 
繋 
が
る
取
組
を
求
め
る
。

つ
な

　

良
好
な
住
宅
都
市
の
形
成
の
た
め
、

災
害
に
強
く
省
エ
ネ
性
能
に 
長 
け
た

た

住
宅
建
設
や
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
担

い
手
育
成
等
、
新
た
な
産
業
育
成
の

模
索
を
要
望
。
ア
ー
ト
や
プ
レ
ー
パ

ー
ク
等
、
協
働
事
業
終
了
後
も
継
続

で
き
る
よ
う
推
進
を
望
む
。

 　

引
き
続
き
認
可
保
育
園
整
備
に
取

り
組
み
、
ま
た
、
高
齢
者
介
護
利
用

実
態
を
分
析
の
上
、
何
が
区
民
に
と

っ
て
必
要
な
の
か
課
題
は
何
か
を
捉

え
、
き
め
細
か
な
対
応
を
求
め
る
。

　

４
年
後
に
迫
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
当
区
と
ゆ

か
り
の
あ
る
世
界
各
国
の
人
々
と
の

交
流
事
業
に
着
手
し
、
子
ど
も
達
の

心
に
残
る
大
会
と
し
て
ほ
し
い
。

　

最
後
に
、
区
長
に
お
い
て
は
引
き

続
き
区
民
や
区
議
会
の
声
を
区
政
へ

反
映
さ
せ
る
よ
う
ご
努
力
願
い
た
い
。

　

我
が
会
派
は
今
後
も「
共
生
社
会
」

を
目
指
し
、
生
活
者
の
立
場
に
立
ち
、

未
来
へ
の
責
任
を
果
た
す
た
め
に
、

区
民
の
声
を
集
約
し
て
熟
議
の
上
、

未
来
志
向
の
政
策
提
言
を
行
う
。

　

区
民
の
命
と
暮
ら
し
、
平
和
を
守

る
区
長
の
姿
勢
に
賛
同
す
る
。

　

ま
ず
評
価
す
る
点
と
し
て
第
一
に
、

福
祉
施
策
を
向
上
さ
せ
つ
つ
健
全
な

財
政
運
営
を
進
め
た
点
。
引
き
続
き
、

健
全
な
財
政
運
営
に
取
り
組
む
よ
う

求
め
る
。

　

第
二
に
、
障
が
い
者
の
地
域
生
活

支
援
体
制
の
拡
充
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
整
備
を
図
る
等
、
区
長
が
一
貫

し
て
福
祉
の
向
上
を
自
治
体
の
役
割

と
し
て
い
る
姿
勢
。

　

第
三
に
、
都
の
補
助
事
業
に
区
費

の
上
乗
せ
を
始
め
る
等
、
貧
困
の
連

鎖
を
断
つ
施
策
を
講
じ
た
こ
と
。

　

第
四
に
、
保
育
園
待
機
児
童
の
解

消
を
図
る
た
め
、
認
可
保
育
所
を
核

に
、
７
０
０
人
を
超
え
る
定
員
を
確

保
し
た
こ
と
。
ま
た
、
予
想
を
超
え

た
待
機
児
童
の
発
生
に
認
可
園
を
柱

に
来
年
４
月
ま
で
に
２
０
０
０
人
を

超
す
定
員
の
確
保
に
踏
み
切
っ
た
こ

と
は
画
期
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
公

園
の
一
部
利
用
の
条
件
は
、
公
園
代

替
地
の
確
保
で
あ
り
、
区
の
一
層
の

努
力
を
求
め
る
。

　

第
五
に
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」の
構
築
を
目
指
し
、全
て
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
員
を
配
置
し
、
在
宅
療
養
支

援
体
制
の
強
化
を
図
っ
た
こ
と
。
ま

た
、
南
伊
豆
町
の
特
養
ホ
ー
ム
建
設

で
は
、
従
来
の
制
度
の
フ
レ
ー
ム
を

変
更
し
、
自
治
体
間
の
新
た
な
連
携

の
あ
り
方
を
内
外
に
提
示
し
た
こ
と
。

　

次
に
、
審
議
を
通
じ
課
題
と
し
た

こ
と
を
確
認
す
る
。

　

施
設
再
編
整
備
計
画
に
つ
い
て
、

区
立
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
建
て
替

え
に
は
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
施

策
の
優
先
順
位
が
変
わ
る
た
め
一
定

の
再
編
の
必
要
性
に
区
民
の
十
分
な

理
解
が
必
須
。
特
に
児
童
館
事
業
の

再
編
で
は
、
築
き
上
げ
て
き
た
実
績

と
経
験
を
有
す
る
職
員
の
力
を 
活 
か

い

し
、
直
営
を
維
持
す
る
よ
う
求
め
る
。

 　

施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
に
つ
い

て
は
成
功
事
例
が
な
く
、
和
泉
学
園

の
検
証
も
こ
れ
か
ら
で
あ
り
、
施
設

一
体
型
を
新
た
に
進
め
る
こ
と
は
反

対
で
あ
る
。
富
士
見
丘
小
学
校
の
保

護
者
が
、
放
射
第
５
号
線
開
通
に
よ

る
環
境
悪
化
か
ら
生
徒
を
守
る
た
め

に
要
望
し
て
き
た
移
転
用
地
を
富
士

見
丘
中
の
隣
に
購
入
で
き
、
一
体
的

な
改
築
計
画
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
校

庭
の
狭
さ
は
高
井
戸
公
園
の
活
用
で

解
決
し
、
施
設
一
体
型
で
は
な
い
富

士
見
丘
小
・
富
士
見
丘
中
の
小
中
連

携
を
進
め
る
よ
う
求
め
る
。

　

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種

に
な
っ
た
が
、
区
内
の
０
歳
か
ら　
２０

歳
ま
で
に
発
症
は
な
く
、
事
業
の
必

要
性
は
極
め
て
低
い
。
接
種
に
は
特

別
な
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
が
必
要
な
こ

と
、
重
篤
な
副
反
応
が
起
こ
り
う
る

こ
と
、
接
種
は
任
意
で
あ
る
こ
と
の

情
報
提
供
を
求
め
る
。

　

以
上
の
評
価
と
要
望
を
述
べ
、
決

算
に
つ
い
て
全
て
認
定
す
る
。

はなし俊郎委員

山本あけみ委員

奥田雅子委員

　平成２７年度一般会計歳入歳出決算と
４特別会計歳入歳出決算を審査するた
め、全議員で構成する「決算特別委員
会（委員長：大槻城一委員、副委員長：
大熊昌巳委員）」を設置しました。
　９月３０日から１０月１３日までの１４日間
にわたり、平成２７年度予算が適正かつ
効果的に執行されたかどうかの審査が
行われました。
　最終日には、各会派から決算の賛否
について意見発表がありました。その
要旨をお知らせします。
　なお、次の会派からも意見の発表が
ありました。

杉並わくわく会議　　共に生きる杉並
美しい杉並　　　　　無所属
無所属（木村）

超
高
齢
社
会
・
人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
て

超
高
齢
社
会
・
人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
て
、、

不
断
の
行
財
政
改
革

不
断
の
行
財
政
改
革
をを

杉
並
区
議
会
自
由
民
主
党

「
共
生
社
会
」
に
向
け
て
、
前
向
き
な
取
組

「
共
生
社
会
」
に
向
け
て
、
前
向
き
な
取
組
とと

成
果
を
大
き
く
評

成
果
を
大
き
く
評
価価

区
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
み
ら
い

保
育
園
・
特
養
ホ
ー
ム
・
在
宅
介
護
の
拡
充

保
育
園
・
特
養
ホ
ー
ム
・
在
宅
介
護
の
拡
充
でで

区
民
の
負
担
を
解
消

区
民
の
負
担
を
解
消
！！

い
の
ち
・
平
和
ク
ラ
ブ



7NO.２３３ 平成２８（２０１６）年１１月１１日

　

平
成　

年
度
は
、
急
増
す
る
保
育

２７

需
要
、
急
速
に
進
む
高
齢
化
、
更
に

は
「
地
方
創
生
」
と
い
う
今
ま
で
に

な
か
っ
た
角
度
で
行
政
の
あ
り
方
の

検
討
等
、
直
面
す
る
区
政
課
題
が
急

激
に
顕
在
化
し
た
年
で
も
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
区
政
動
向
を
踏
ま
え
、
決

算
内
容
を
審
査
し
た
結
果
、
次
の
理

由
に
よ
り
、
平
成　

年
度
各
会
計
歳

２７

入
歳
出
決
算
を
い
ず
れ
も
認
定
す
る
。

　

第
一
の
理
由
は
、
総
合
計
画
・
実

行
計
画
に
お
い
て
各
分
野
の
目
標
を

着
実
に
実
行
し
た
こ
と
が
確
認
で
き

た
こ
と
。
ま
た
、
我
が
会
派
が
区
に

要
望
・
提
案
を
重
ね
て
き
た
施
策
の

多
く
が
前
進
し
て
い
る
こ
と
。

　

第
二
の
理
由
は
、
様
々
な
施
策
を

充
実
さ
せ
な
が
ら
も
、
区
財
政
の
健

全
性
は
確
保
し
て
い
る
点
。
フ
ロ
ー

の
財
政
指
標
が
経
常
収
支
比
率　

・
７９

７
％
、
公
債
費
負
担
比
率
２
・
０
％
、

実
質
収
支
比
率
６
・
０
％
の
結
果
で

い
ず
れ
も
良
好
な
数
値
だ
っ
た
。

　

基
金
と
区
債
は
、
基
金
積
立
合
計

額
が
４
６
０
億
円
、
区
債
発
行
残
高

が
２
２
０
億
円
で
、　

年
度
当
時
、

２３

標
準
財
政
規
模
に
対
し
て
の
割
合
が

　

区
の
中
で
低
位
に
あ
っ
た
も
の
が
、

２３こ
の
５
年
間
で
着
実
に
改
善
し
、
区

債
と
基
金
の
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
区
が

目
指
す
財
政
運
営
の
方
針
を
着
実
に

進
め
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

 　

し
か
し
、
今
後
の
財
政
状
況
は
、

注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
般
会
計
か
ら
国
民
健
康
保
険
・
介

護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
年
々
大
き

く
増
加
し
て
い
る
こ
と
や
、
毎
年
前

年
度
比　

％
ほ
ど
の
伸
び
を
記
録
し

２０

て
い
る
保
育
運
営
費
、
さ
ら
に
は
施

設
や
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
・
更
新

へ
の
財
源
確
保
等
、
財
政
の 
逼  
迫 
度

ひ
っ 
ぱ
く

が
急
激
に
上
昇
す
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
、

詳
細
な
コ
ス
ト
分
析
等
の
コ
ス
ト
情

報
の
積
極
的
な
公
開
や
、
包
括
的
か

つ
事
前
統
制
的
な
意
味
合
い
を
持
つ

公
会
計
情
報
も
活
用
し
て
、
新
た
な

財
政
指
標
・
運
用
ル
ー
ル
を
構
築
し
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い

く
こ
と
を
要
望
す
る
。

　

委
員
会
審
議
に
お
い
て
、
我
が
会

派
か
ら
の
意
見
・
要
望
・
提
案
に
つ

い
て
は
、
各
分
野
に
お
い
て
、
行
財

政
改
革
の
推
進
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
、

区
民
福
祉
の
さ
ら
な
る
向
上
に
十
分

資
す
る
内
容
で
あ
る
。
今
後
の
区
政

運
営
に
あ
た
り
、
十
分
検
討
し
、
反

映
さ
せ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

　

リ
オ
大
会
が
終
わ
り
、
い
よ
い
よ

２
０
２
０
年
東
京
大
会
開
催
に
向
け

大
き
く
動
き
始
め
た
。
次
代
を
担
う

子
ど
も
達
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
み
な
ら
ず
杉
並
の

ま
ち
づ
く
り
や
福
祉
に
お
い
て
も

「
心
の
レ
ガ
シ
ー
」
を
残
し
て
い
く

た
め
に
、
私
た
ち
は
時
代
を
見
据
え

た
新
し
い
文
化
を
創
造
し
、
希
望
が

ゆ
き
わ
た
る
杉
並
区
を
実
現
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

区
民
の
負
担
増
は
ま
す
ま
す
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
実

態
に
向
き
合
い
、
負
担
軽
減
・
生
活

向
上
に
足
を
踏
み
出
す
姿
勢
が
な
い
。

　

全
て
社
会
保
障
に
使
う
と
し
て
い

た
消
費
税
増
税
に
よ
る
税
収
は
、
実

際
に
は
一
部
し
か
社
会
保
障
費
に
使

わ
れ
ず
、
残
り
は
新
た
に
基
金
に
蓄

え
ら
れ
た
。
増
税
分
の
税
収
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
の
増
進
や

社
会
保
険
料
の
引
き
下
げ
等
の
区
民

負
担
の
軽
減
等
、
区
民
の
く
ら
し
を

守
る
た
め
に
活
用
す
べ
き
。

　

当
該
年
度
は　

園
の
認
可
保
育
所

１３

整
備
を
位
置
付
け
な
が
ら
、
実
際
は

７
園
の
整
備
に 
留 
っ
た
。
こ
れ
は
途

と
ど
ま

中
、
小
規
模
保
育
施
設
へ
整
備
方
針

を
転
換
す
る
政
策
判
断
ミ
ス
に
よ
る

も
の
。
当
初
の
方
針
を
貫
き
続
け
れ

ば
、
今
年
度
の
待
機
児
童
問
題
の
深

刻
化
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
区
が

こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
た
４
６
０
億
円

も
の
基
金
を
活
用
し
、
民
有
地
を
活

用
し
た
認
可
保
育
所
整
備
を
求
め
る
。

　

区
立
施
設
の
使
用
料
の
値
上
げ
に

よ
る
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
は
明
白
。

区
民
の
意
見
も
聞
か
ず
強
行
さ
れ
た

値
上
げ
は
、
基
本
構
想
や
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
に
も
大
き
く
矛
盾
。
さ
ら

な
る
値
上
げ
を
中
止
し
、
使
用
料
は

無
料
化
す
べ
き
。

 　

施
設
の
再
編
整
備
と
い
う
名
の
下

に
、
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
大

転
換
が
行
わ
れ
て
い
る
。
あ
ん
さ
ん

ぶ
る
荻
窪
と
荻
窪
税
務
署
の
財
産
交

換
も
、
特
養
ホ
ー
ム
整
備
の
た
め
で

は
な
く
、
税
務
署
を
駅
前
に
移
転
さ

せ
、
駅
前
開
発
の
促
進
を
図
る
こ
と

が
狙
い
。
し
か
し
、
移
転
確
保
が
進

ま
ず
、
結
果
と
し
て
あ
ん
さ
ん
ぶ
る

荻
窪
を
国
に
差
し
出
す
こ
と
に
な
っ

た
こ
と
は
田
中
区
政
に
よ
る
失
政
以

外
の
何
物
で
も
な
い
。
住
民
へ
の
対

応
も
不
誠
実
で
、
財
産
交
換
に
特
化

し
た
説
明
会
を
一
度
も
開
い
て
い
な

い
。
ま
ち
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
の
要
と
な
る
区
立
施
設
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
住
民
と
合
意
形
成

を
し
な
が
ら
進
め
る
べ
き
。

　

当
該
年
度
、
区
内
初
の
施
設
一
体

型
小
中
一
貫
校
「
和
泉
学
園
」
が
開

校
さ
れ
た
が
、
そ
の
検
証
作
業
が
図

ら
れ
な
い
ま
ま
、
高
円
寺
地
域
に
新

た
に
小
中
一
貫
校
が
作
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
は
異
常
極
ま
り
な
い
。

　

和
泉
学
園
よ
り
は
る
か
に
環
境
の

悪
い
高
円
寺
中
へ
杉
四
小
、
杉
八
小

を
統
廃
合
す
る
高
円
寺
の
小
中
一
貫

校
計
画
は
、
高
さ
約　

ｍ
の
６
階
建

３０

て
に
も
の
ぼ
る
巨
大
校
舎
計
画
で
、

子
ど
も
達
の
教
育
環
境
や
近
隣
住
民

の
住
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
る
。
こ

の
よ
う
な
学
校
づ
く
り
を
約　

億
円

８０

も
か
け
て
強
行
す
る
道
理
は
ど
こ
に

も
な
い
。
学
校
づ
く
り
の
要
と
な
る

地
域
や
子
ど
も
達
の
声
に
耳
を
傾
け
、

一
貫
校
計
画
の
見
直
し
を
求
め
る
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
２
０
１
５
年

度
中
小
企
業
勤
労
者
福
祉
事
業
会
計

以
外
の
認
定
に
反
対
す
る
。

　

平
成　

年
度
予
算
に
対
し
、
我
が

２７

会
派
は
、
適
切
な
財
政
運
営
が
な
さ

れ
て
い
る
か
、
適
切
に
事
業
が
実
行

さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
大
き
く
二

つ
の
点
か
ら
決
算
審
議
を
進
め
た
。

　

一
点
目
に
、
財
政
運
営
と
い
う
視

点
か
ら
見
て
い
く
と
、
実
質
単
年
度

収
支
額
は　

年
度
比
で　

・
７
％
増

２６

４１

で
あ
る
が
、　

年
度
に
比
べ
て
財
政

２６

調
整
基
金
の
積
立
金
の
額
が
減
少
し

た
こ
と
は
少
々
心
も
と
な
い
。
よ
り

強
固
な
財
政
の
ダ
ム
を
構
築
す
る
た

め
、
財
政
調
整
基
金
積
み
増
し
に
は

さ
ら
な
る
努
力
を
期
待
す
る
。

　

特
別
区
債
の
発
行
は
、
直
近
５
年

間
で
最
小
と
な
っ
た
。
我
が
会
派
は
、

極
力
区
債
発
行
を
抑
え
、
計
画
的
に

貯
蓄
す
る
こ
と
で
毎
年
の
施
設
建
設

に
備
え
る
よ
う
要
望
し
て
き
た
の
で
、

こ
の
傾
向
は
会
派
の
意
向
に
沿
う
も

の
で
あ
る
。
今
後
も
区
債
発
行
は
、

必
要
性
や
時
期
を
慎
重
に
検
討
し
な

が
ら
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

　

経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て
、
２
年

連
続　

％
以
内
と
い
う
目
標
値
が
達

８０

成
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
た

だ
し
、
経
常
収
支
比
率
の
分
子
を
構

成
す
る
要
素
に
は
人
件
費
や
扶
助
費

が
あ
り
、
人
件
費
比
率
は
、　

区
平

２３

均
と
比
べ
る
と
高
い
数
値
で
あ
る
。

人
件
費
削
減
の
た
め
に
、
民
間
に
委

ね
る
こ
と
が
で
き
る
分
野
を
常
に
検

討
し
、
効
率
的
な
執
行
体
制
を
作
っ

て
い
き
、
同
時
に
超
過
勤
務
の
削
減
、

特
殊
勤
務
手
当
の
見
直
し
等
を
随
時

行
う
こ
と
を
要
望
す
る
。
扶
助
費
は

人
口
構
成
か
ら
見
て
も
、
今
後
右
肩

上
が
り
に
上
昇
す
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
た
め
、
長
期
的
な
財
政
運
営

を
見
通
し
て
い
く
べ
き
。

　

ま
た
、
経
常
収
支
比
率
は
杉
並
区

の
自
助
努
力
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は

な
く
、
外
因
的
な
要
素
も
大
き
く
関

係
し
て
く
る
た
め
、　

％
以
内
で
あ

８０

る
か
ら
と
い
っ
て
安
心
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。
様
々
な
財
政
指
標
を
組

み
合
わ
せ
た
、
新
し
く
、
よ
り
厳
し

い
杉
並
区
独
自
の
財
政
健
全
化
ル
ー

ル
を
検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

 　

二
点
目
に
、
事
業
の
執
行
状
況
と

い
う
視
点
か
ら
見
て
い
く
。
実
行
計

画
の
施
策
指
標
の
達
成
割
合
を
参
照

す
る
と
、
平
成　

年
度
は
目
標
値
に

２７

到
達
し
た
指
標
の
数
は
４
割
に
届
い

て
い
な
い
。
当
該
年
度
は
実
行
計
画

ロ
ー
リ
ン
グ
の
最
初
の
年
度
と
な
り
、

計
画
を
定
期
的
に
見
直
し
、
部
分
的

に
修
正
・
補
正
を
加
え
な
が
ら
区
政

経
営
が
な
さ
れ
た
年
度
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
目
標
達
成
率
が
低
い

こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
区
は
計
画

策
定
・
数
値
目
標
設
定
の
際
に
は
実

現
の
可
能
性
を
十
分
考
慮
し
て
定
め

る
こ
と
、
ま
た
、
長
期
的
な
視
野
を

持
っ
て
行
政
を
進
め
る
こ
と
を
要
望

し
、　

年
度
決
算
に
お
い
て
は
、
各

２８

事
業
の
執
行
状
況
が
改
善
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

　

以
上
の
指
摘
と
要
望
を
添
え
、
決

算
を
全
て
認
定
と
す
る
。

渡辺富士雄委員

上保まさたけ委員

小林ゆみ委員

平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成222222222222777777777777年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度決決決決決決決決決決決決平成27年度決算算算算算算算算算算算算算

意意意意意意意意意
発発発発発発発発発 表表表表表表表表表
見見見見見見見見見

歳　出歳　入平成２７年度決算
会計別

167,467,334,835円174,725,701,401円一般会計

62,795,138,268円63,603,934,197円国民健康保険事
業会計

特
別
会
計

37,344,139,177円38,296,692,581円介護保険事業会
計

12,385,426,149円12,899,286,125円後期高齢者医療
事業会計

57,523,765円132,632,658円中小企業勤労者
福祉事業会計

280,049,562,194円289,658,246,962円合　　　　　計

決算特別委員会全体の審査の様子を、区議会ホームページの動画コーナーでご覧になれます。

区
民
の
切
実
な
実
態
に
向
き
合
い
、
く
ら
し

区
民
の
切
実
な
実
態
に
向
き
合
い
、
く
ら
し
をを

守
る
区
政
運
営
を

守
る
区
政
運
営
を
！！

日
本
共
産
党
杉
並
区
議
団

希
望
ゆ
き
わ
た
る
杉
並
区
の
実
現
を
目
指
し

希
望
ゆ
き
わ
た
る
杉
並
区
の
実
現
を
目
指
し
てて

杉
並
区
議
会
公
明
党

現
状
に
甘
ん
じ
ず
、
さ
ら
な
る
健
全
財
政
を

現
状
に
甘
ん
じ
ず
、
さ
ら
な
る
健
全
財
政
を
目目

指
す
べ

指
す
べ
きき

自
民
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
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《声・点字の区議会だより》
本紙を録音した「声の区議会だより」（カセットテープ、オーディオ版、デイジー版）、または点字版「区議会だ
より」をご希望の方に郵送でお届けしています。区内在住の視覚障害の方と特に希望される方が対象ですので、
お知り合いの方にお知らせください（お申し込みは区議会事務局へ）。

議　案　等　の　概　要　と　審　議　結　果
○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　平成２８年１０月１４日議決（※１は９月９日、※２は９月１４日議決）

結
果

無
木無美

杉
共
生

杉
わ

自
無

平
和

共
産

未
来

公
明

自
民概　　　要件　　　名議案

番号

可決○○○○×○○×○○○特定用途誘導地区内の建築物の容積率又は建築面積に
関する制限の適用除外に係る許可申請手数料の設定等杉並区事務手数料条例の一部を改正する条例７３号

区　

長　

提　

出　

議　

案　

等

可決○○○○○○○×○○○西荻南区民集会所併設西荻南児童館の集会室兼音楽室
に係る規定の削除

杉並区立地域区民センター及び区民集会所条例の一部を改正
する条例７４号

可決○○○○○○○○○○○指定地域密着型通所介護の事業の人員、設備及び運営
の基準の設定等

杉並区指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営
等の基準に関する条例及び杉並区指定地域密着型介護予防サ
ービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介
護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法
等の基準に関する条例の一部を改正する条例

７５号

可決○○○○○○○○○○○上高井戸区民住宅の廃止杉並区立区民住宅条例の一部を改正する条例７６号

可決○○○○○○○○○○○区所有の庁有車が、公務中に起こした交通事故に関す
る損害賠償損害の賠償について７７号

可決○○○○○○○○○○○区施設の職員が、公務中に起こした事故に関する損害
賠償損害の賠償について７８号

可決××○○×○○×○○○富士見丘地域の学校用地取得にあたり、用地取得費及
び物件等補償費として、４０億４,４０１万９千円を計上平成２８年度杉並区用地会計予算７９号

可決×××○××○×○○○

「財政健全化と持続可能な財政運営を確保するための
ルール」に基づき、今後の行政需要や災害対策に活用
するため、決算剰余金の２分の１以上を財政調整基金
に積み立てることや、保育緊急対策を含む保育施設の
整備、Ｂ型肝炎ワクチン予防接種の定期接種化に伴う
経費など、新たな事情の変化や緊急性等の観点から、
１４事業４３億５,１１６万円の補正と財源更正１事業のほか、
債務負担行為と地方債の補正

平成２８年度杉並区一般会計補正予算（第５号）８０号

同意○○○○○○○○○○○對馬初音（つしま　はつね）氏の任命に同意杉並区教育委員会委員の任命の同意について　※２８１号

認定××○○×○○×○○○
歳入決算額：１,７４７億２,５７０万１,４０１円　前年度比０.８％増
歳出決算額：１,６７４億６,７３３万４,８３５円　前年度比０.５％増
差 引 残 額： ７２億５,８３６万６,５６６円

平成２７年度杉並区一般会計歳入歳出決算認定
１号

認定○×○○×○○×○○○
歳入決算額： ６３６億３９３万４,１９７円 前年度比１９.９％増
歳出決算額： ６２７億９,５１３万８,２６８円 前年度比１９.９％増
差 引 残 額： ８億８７９万５,９２９円

平成２７年度杉並区国民健康保険事業会計歳入歳出決算認定
２号

認定○×○○×○○×○○○
歳入決算額： ３８２億９,６６９万２,５８１円 前年度比１.４％増
歳出決算額： ３７３億４,４１３万９,１７７円 前年度比２.５％増
差 引 残 額： ９億５,２５５万３,４０４円

平成２７年度杉並区介護保険事業会計歳入歳出決算認定
３号

認定○×○○×○○×○○○
歳入決算額： １２８億９,９２８万６,１２５円 前年度比０.３％増
歳出決算額： １２３億８,５４２万６,１４９円 前年度比１.４％減
差 引 残 額： ５億１,３８５万９,９７６円

平成２７年度杉並区後期高齢者医療事業会計歳入歳出決算認定
４号

認定○×○○×○○○○○○
歳入決算額： １億３,２６３万２,６５８円 前年度比１０.８％減
歳出決算額： ５,７５２万３,７６５円 前年度比９.６％減
差 引 残 額： ７,５１０万８,８９３円

平成２７年度杉並区中小企業勤労者福祉事業会計歳入歳出決算認定
５号

報告
承認○○○○○○○○○○○都知事選挙の執行に必要な経費２億１９０万５千円の補

正を報告
地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専決処分した平成 
２８年度杉並区一般会計補正予算（第４号）の報告及び承認に
ついて　※２

報告
１２号

報告
承認○○○○○○○○○○○区所有の庁有車が、公務中に起こした事故に関する損

害賠償額の決定の報告
地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専決処分した損害
賠償額の決定の報告及び承認について　※２

報告
１３号

報告
聴取−−−−−−−−−−−

平成２６年第３回定例会で議決された「杉並区妙正寺体
育館改築建築工事」の契約金額を２,４９１万５,６００円増額
し、１３億２,０９１万５,６００円とした。

地方自治法第１８０条第１項の規定により指定された契約金額
の増減の専決処分をしたことの報告について　※２

報告
１４号

報告
聴取−−−−−−−−−−−

平成２７年第２回定例会で議決された「特別区道第２１２３
号線等整備工事」の契約金額を１,４２１万３,８８０円増額し、
１億７,５８８万９,８８０円とした。

地方自治法第１８０条第１項の規定により指定された契約金額
の増減の専決処分をしたことの報告について　※２

報告
１５号

報告
聴取−−−−−−−−−−−「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」第３条

第１項の規定に基づく「健全化判断比率」の報告平成２７年度健全化判断比率について　※２報告
１６号

可決○○○○○○○○○○○５面をご覧ください。固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続を求める意見書１号
委
員
会

提
出
議
案

可決○○○○欠○○○○○○５面をご覧ください。朝鮮民主主義人民共和国の核実験に抗議し、核開発の即時停
止を求める決議　※１４号

議
員
提

出
議
案
議員別の表決結果は、杉並区議会ホームページの「議案の一覧」でご覧になれます。
　《会派名・構成人数》
自民／杉並区議会自由民主党（１２人）、公明／杉並区議会公明党（８人）、未来／区民フォーラムみらい（６人）、共産／日本共産党杉並区議団（６人）、平和／いのち・平和クラブ（６人）、
自無／自民・無所属クラブ（５人）、杉わ／杉並わくわく会議（１人）、共生／共に生きる杉並（１人）、美杉／美しい杉並（１人）、無／無所属（１人）、無木／無所属（木村）（１人）

  常任委員会 
◇総務財政委員会
【開会日】８月２９日
【所管事項調査】杉並区実行計画（平成２９〜３１年度）等の改定案について　ほか１件
【開会日】９月２３日
【議案審査】第７３、７７〜８０号　　【付託事項審査】請願審査
【所管事項調査】平成２８年度都区財政調整算定の結果について　ほか２件

◇区民生活委員会
【開会日】９月１５日
【議案審査】第７４号
【所管事項調査】民営化宿泊施設の決算状況について　ほか２件

◇保健福祉委員会
【開会日】９月１６日
【議案審査】第７５号　　【付託事項審査】陳情審査
【所管事項調査】区有地の活用による重度知的障害者グループホーム等の整備・運営事業者の再公募につ

いて　ほか４件

◇都市環境委員会
【開会日】９月２０日
【議案審査】第７６号
【所管事項調査】景観重要建造物等の指定について　ほか８件

◇文教委員会
【開会日】９月２１日
【付託事項審査】陳情審査
【所管事項調査】平成２８年度「すぎなみ小・中学生未来サミット」の実施報告について　ほか１件

  特別委員会 
◇災害対策特別委員会
【開会日】９月２６日
【所管事項調査】平成２８年度杉並区総合震災訓練等の実施について　ほか２件

◇道路交通対策特別委員会
【開会日】９月２７日
【所管事項調査】外環道の進捗状況について　ほか２件

◇文化芸術・スポーツに関する特別委員会
【開会日】９月２８日
【所管事項調査】杉並区における東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた懇談会の設置

等について　ほか２件

◇議会改革特別委員会
【開会日】９月２９日
【所管事項調査】議会基本条例について　ほか１件

常任委員会・特別委員会等の活動をお知らせします（８月〜１０月）
  議会運営委員会 
【開会日】８月８日
【議　題】定例会の日程について　ほか
【開会日】９月１日
【議　題】定例会の提案事項について　ほか
【開会日】９月９日
【議　題】議員提出議案について　ほか
【開会日】１０月１４日
【議　題】議案審査結果報告について　ほか


